











1 ) 異なる分化誘導法で作製される胚体内胚葉は異なるタイプの内胚葉細胞である 
 胚体内胚葉はヒト iPS細胞より前方原始線条を経て誘導される。私たちは、同一の方法
で誘導した前方原始線条より Activin A（細胞誘導因子の一つ）のみで誘導した胚体内胚葉
A (論文中の AADE) と Activin Aと BMP（bone morphogenetic protein; 骨形成因子）阻害




される胚体内胚葉 Aと Bは分化能力が異なることを示している。 
2 ) 胚体内胚葉 Aは後方前腸、胚体内胚葉 Bは前方前腸へ分化する能力がある 
 次に胚体内胚葉 A, B の分化能力の違いを検証するために、胚体内胚葉 A, Bを誘導因子
なしで培養した。その結果、胚体内胚葉 Aは後方前腸マーカーである HNF4α, HNF1βの発
現を認め、胚体内胚葉 Bは前方前腸マーカーである SOX2の発現を認めた。胚体内胚葉 A, B 
は誘導因子なしでも自発的に後方前腸と前方前腸に分化する能力を有することが確認され
た。 




原始線条マーカーである BRACHYURY 、前方原始線条マーカーである EOMES、後期の原始線
条マーカーである CDX2 の発現を認め、後期の前方原始線条を誘導できることを見出した。 
さらに、後期の前方原始線条より Activin A 処理のみで胚体内胚葉 C (論文中の PDE) を
誘導したところ、SOX17、FOXA2 が共に陽性であることを確認した。胚体内胚葉 C の分化能









た、今回誘導された胚体内胚葉 A, B, C は、それぞれ自発的に後方前腸、前方前腸、中後
腸へ分化する能力を有することが示された。今回の方法で胚体内胚葉を作り分け、その後
に従来の誘導方法を組み合わせれば、より質の高い内胚葉系の臓器構成細胞の作製に貢献
することが期待できる。 
 
